
ごみ処理に、一人あたりいくらかかっているのかな？
　令和６年度、ごみ処理にかかった費用は、市民一人あたり※1 1万7,670円/年間
になります。
　ごみ総排出量は１万8,803トンで、市民一人あたり約627グラム/日でした。
　令和５年度※2 から、約18グラムの減少となりました。引き続き、ごみの減量に
向けて分別のご協力をお願いします。

※1 令和7年4月1日現在の人口 82,169人で計算
※2 令和5年度のごみの総排出量は、1万9,340トンで、市民一人あたり645グラム/日

分別が進めば、環境にも
やさしくなるね！

リチウムイオン電池等が他のごみに混ざっていると、発火事故につながります。
まぜると危険！ リチウムイオン電池等の適切な処分にご協力ください。まぜると危険！ リチウムイオン電池等の適切な処分にご協力ください。

　狛江市から出る可燃ごみ、不燃ごみを処理するごみ焼却施設「クリーンセンター多摩川」では、令和７年４月から７月までの４カ月
で、リチウムイオン電池等の混入による発火等の事故が21件報告されています。
　大事故となった場合、ごみ処理ができず、市内はごみであふれてしまうかもしれません。適切な処分にご協力ください。
※リチウムイオン電池を含む製品は、「有害ごみ」として出してください。

これらは、7月の15日間（稼働日）に狛江市内から出た不燃ごみに混入していた不適物です。

【ライター（3.15㎏）】➡発火物です。
中身を空にしてコンテナに入れて排出

【電池（31.28 ㎏）】➡有害ごみです。
透明または半透明の袋に入れて
「電池」と表示して排出

【中身の入ったスプレー缶（2本）】➡ビン・缶
リサイクルセンター窓口に持込み

【バッテリー（9 個）】➡有害ごみです。
「充電式電池類」と表示して排出、もしくは
ビン・缶リサイクルセンター窓口に持込み

【タブレット、スマートフォン、電気シェーバー等
充電式電池内蔵の小型家電（211個）】
➡有害ごみです。
「充電式電池類」と表示して排出、もしくは
ビン・缶リサイクルセンター窓口に持込み

中身の入ったスプレー缶、リチウムイオン電池内蔵の小型家電類
（50㎝未満かつ 5㎏未満）は、ビン・缶リサイクルセンターの窓口

に持参すると「こまポ」がもらえます！
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